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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は微小管関連セリン／スレオニンキナーゼをコードします。この遺伝子座の変異は、常染色体優性血小板減少症（血小板減少症2型とも呼ばれます）と関連付けられています。この遺伝子座には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2010年2月]、触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。、疾患：MASTLの欠陥は、血小板減少症2型（THC2）の原因です[MIM:188000]。血小板減少症は、循環血液中の血小板数の減少によって定義され、出血の増加や凝固能力の低下を引き起こす可能性があります。,機能：巨核球分化に関与する可能性のある推定セリン/スレオニンキナーゼ。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：1つのAGCキナーゼC末端ドメインを含みます。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,
	研究分野
	シグナル伝達; 細胞骨格/ECM; 細胞骨格; 微小管; MT関連タンパク質; MAP; タンパク質リン酸化; Ser/Thrキナーゼ; その他のキナーゼ
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	MASTL抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	THC2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

